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　日本経済新聞社「日経 MJヒット商品番付」の 2011 年東

の横綱は「アップル」、大関は「アンドロイド端末」でした。『日

経トレンディ』の「2011 年ヒット商品ベスト30」でも、1 位は「ス

マートフォン」でした。こうしたことが、スマートフォンやタブレットのブー

ムを端的に物語っています。携帯電話会社の宣伝の影響もあり

そうですが、ガラケー※とも呼ばれる従来の携帯電話ではなく、こ

れからはスマートフォンではないかという気運はかなり高まっている

と思います。ブームの爆発力は、従来の携帯電話の普及のとき

よりも今回のほうが大きく、一気に変わったという印象があります。

　スマートフォンは、若者だけではなく中高年にも浸透し始めてい

て、パソコン教室ではパソコンではなく、スマートフォンの使い方

を教えてくれという人が多いくらいです。今まで 40 代〜 50 代の

男性から広がる傾向が強かったICT 機器ですが、スマートフォン

に関しては若い女性が多い。女性の方が流行に敏感ですね。

もちろん、その背景には携帯電話会社が男性アイドルグループを

起用し、若い女性に向けて展開しているプロモーション効果もあ

るでしょう。スマートフォン・ユーザーには、Twitter や Facebook

といったSNS 系サービスを使用する人が非常に多く、若い世

代の方が相性がよいと思われます。

　一方、自宅でタブレットを使っている主婦層に人気なのが、料

理レシピサイトの「クックパッド」です。キッチンにタブレットを置い

て、クックパッドを見ながら料理を作っている人が、たくさんいるよ

うです。クックパッドなどのレシピサイトや料理アプリは、確実に生

活のスタイルを変えました。YouTubeなどの動画サイトも生活のス

タイルを変えた一つです。タブレットは、家庭ではパソコンの代わ

りとなっています。

　2011 年に日経パソコンが約 2,000 社の中堅・中小企業を中

心に実施した調査では、「法人契約でスマートフォンを利用してい

ますか」という質問に対して、「一部の社員に導入している」ま

で含めると導入企業は全体の20％弱でした（2011年6月時点）。

　用途として一番多いのは社内の情報共有です。対面サービ

スに使われている例も少なくありません。例えば、あるカメラチェー

ン店では、写真付きの店舗情報をデータベース化し社内で共有

しています。写真撮影、店舗データの入力やサーバへの情報アッ

プロードに、スマートフォンを利用しています。スマートフォンを対面

サービスに利用している企業は、多品種少量の商品を扱う小売

りチェーンに多いようです。従来、小売店ではお客様に在庫を

聞かれると、店の奥にあるPOSシステムで確認していましたが、

スマートフォンに変えることで、在庫検索がその場でできるようにな

ります。元のシステムが Web ベースで作られていれば、画面設

計を変えるだけでスマートフォンに対応できるという手軽さもありま

す。飲食店でも、オーダーを入力するのにスマートフォンを使って

いる事例があります。

　また、患者と対面して診療を行う医療現場で、タブレットを説

明時に利用するところが増えています。タブレットは、傾けるだけ
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でディスプレイ表示を回転させることができるので、向き合って画

面を使うような説明に便利なのです。ある病院がタブレットを導入

すると、同じ地区の他の病院もタブレットを導入するといったトレン

ドの伝播があるようです。

　初のタブレットであるApple 社の iPad の発売が、日本では

2010 年 5月。発売当初に導入した企業においては、大幅なイ

メージアップにもつながりました。真っ先に飛びついた外資系の

自動車ディーラーでは、Web やカタログが見られるだけでしたが、

iPadを置いておくだけでそのディーラーは先進的だと印象づけら

れたものです。

　B to Bビジネスでのスマートフォン・タブレットの本格的な普及は

これからです。前出の調査では、スマートフォンを導入している

企業は 20％弱、スマートフォンの選定時に考慮する点では、通

信料金、セキュリティ、導入コストが上位 3 項目にあがりました。

ビジネス利用においては、コストとセキュリティ対策が、最初に解

決しなければならない大きな課題と言えます。

　パソコンに比べて安価なスマートフォンやタブレットですが、現状

のパソコン業務すべてをスマートフォンやタブレットに置き換えられ

る訳ではありません。そのため、パソコンと同じようにスマートフォ

ンやタブレットを導入することは、企業にとって二重投資となり難

しい面があります。しかし、各機器には得意な用途があります。

例えば、文章作成や表計算など入力中心の業務にはパソコン

が便利ですが、検針業務や対面販売などの現場業務には、タッ

チパネルが使えるなどの利便性によりスマートフォンやタブレットの

方が便利です。今後、スマートフォンやタブレットの方が便利な業

務では、コストパフォーマンスも手伝って置き換えが進む可能性が

あります。

　一方の「セキュリティ」ですが、前出の調査結果では、「スマー

トフォンにセキュリティ対策ツールを何も導入していない」という回

答が半数を超えました。社外での使用が前提となるスマートフォン

では、盗難・紛失時の情報漏えいの危険があり、導入を躊躇

している企業も多いようです。スマートフォンを数千台規模で導

入した企業では、端末の盗難・紛失時には、端末に保存され

ているデータを遠隔地から消去したり、端末の行方を追跡できる

セキュリティシステムを構築することで、自社のセキュリティ基準を

クリアしました。スマートフォンのビジネス利用にあたっては、セキュ

リティ対策とセットにした提案が求められています。

　社会に対して影響力の強い大手企業がスマートフォンやタブレッ

トを導入し、その効果が実証されることも重要です。スマートフォ

ンやタブレットを導入することで、大きく効率を上げる業種が出て

くることもポイントの一つです。病院で記入する問診票のように、

手書きが中心の作業は、我々のまわりに意外とたくさんあると思

います。このようなシーンでタブレットを利用することにより、デー

タ化する手間を減らしたり、情報の検索が簡単にできるようにな

れば、業務が大幅に効率化していきます。

　スマートフォンやタブレット開発には多くのメーカーが参入し、

CPU や画面表示の高速化などハードウェアの進化とOS の機

能向上が続いています。今後さらにスマートフォンやタブレットの機

能が向上し、使いやすくなるには、通信環境の向上が影響を

及ぼすのだと思います。NTTドコモがサービスを提供している「Xi

（クロッシィ）」をはじめとするLTE（Long Term Evolution）

は、他の携帯キャリア各社も導入を予定しており、WiMAXとと

もに、本格的な高速通信の時代を迎えています。さらに、2014

年〜 2015 年には光ファイバーなみの 1Gbps の速度を実現する

LTE-Advanced の実用化が予定されています。

　通信の高速化に伴って、文字情報がビジュアル化され、動画、

そして HD 動画へと情報がリッチになってきました。さらにあと数

年で今は夢のように感じている高速通信がごく普通になり、ICT

業界全体の技術革新がますます進みます。それとともに、ビジネ

スでもパーソナルでも、斬新なアイデアが生まれ、リッチなアプリ

やコンテンツが誕生していくことが期待されます。おそらく、場所

を選ばず、いつでも使えるスマートフォンやタブレットの利用方法

は大きく変わり、生活やビジネスで重要な役割を担っていることで

しょう。
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ビジネス利用促進のポイントは
導入コストとセキュリティ確保

スマートフォン・タブレットに
訪れる技術革新の次の波




